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研究成果の概要（和文）：本研究は、日独の民俗学的実践のあり方の相違を、市民社会との関連から把捉することを目
指し、大学・文化行政・市民活動の3者の社会的布置に関して、比較研究を行った。観光資源化や国家ブランド化に供
しやすい日本の民俗学的実践に対し、市民本位のガバナビリティが構築されたドイツにおける地域住民運動には、その
基盤に〈社会-文化〉という観念が根深く息づいており、住民主体の文化運動を推進している実態が明確となった。

研究成果の概要（英文）：This research aimed to understand differences between the practices of folkloristi
cs in Japan and Germany from the viewpoint of their relation to civil society.Comparative research has bee
n conducted regarding the social arrangement of universities, cultural policy, and civic movements.Folklor
istic practices in Japan tend to be transformed into tourist resources or subjected to national branding e
asily.Regional civic movements in Germany are constructed around citizen-based governability, and it has b
ecome clear that at their foundation,cultural movements based on citizens's initiatives are propelled by d
eeply rooted and vital concepts of 'Socio-culture'.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
2003 年の UNESCO 総会で採択された「無形

遺産の保護に関する条約」（以下、無形遺産

条約）の批准により、日本に限らず中国･韓

国など東アジア諸国では、民俗学者の多くが

リスト登載のための調査などに「動員」され、

ローカルな民俗文化が審美化され、衰退する

地方の地域おこしや少数民族の経済政策に、

観光資源化として流用される事態が進行し

た。それは民俗学のあり様を根底から揺さぶ

る衝撃を今も与えているが、戦前、ナチスの

文化政策に深く加担した猛省から、東アジア

の学的状況とは異なる展開を遂げている現

代ドイツ民俗学の実態解明に迫られた。 

 
２．研究の目的 
本研究は、民俗文化に関するグローバル・

スタンダードとして無形遺産条約が各国に

受容され、ローカライズしてゆく局面におい

て、観光資源化やナショナル・ブランド化に

「動員」「回収」される傾向が顕著な、東ア

ジアの民俗学状況と比し、その対極に位置す

るドイツの民俗学と市民運動的実践との関

係性を実態調査する。グローバル化に伴って

外部世界との交流が激化する中で、外部資本

や外部の運動家に翻弄されがちな、地域社会

における市民生活や民俗文化をいかに把捉

し、また住民主体のガバナビリティをいかに

構築できるか、現代ドイツ民俗学を範に、そ

の可能性を考究することを目的とした。 

 
３．研究の方法 
アカデミック民俗学＝大学研究機関と、博

物館などの文化行政、郷土協会などの住民組

織や市民運動との 3 者の関係性については、

ハンブルクを中核調査地に設定し、フライブ

ルグとミュンヘンを比較対照地としてフィ

ールドワークを行った。文献研究による理論

的制度史的研究も組み合わせ、ドイツ 3箇所

とメンバー各人の蓄積してきた日中韓の実

態と比較し、多面的な把捉に努めた。 

 

４．研究成果 

（1）戦前ナチスの文化政策（ゲルマン民族の

精神/原形を農民/農村に求めた政治的フォー

クロリズム）と結託した学史的反省から、1970

年前後に大転換を果たした現代ドイツ民俗学

の研究枠組は、研究対象を｢民俗｣とはせずに、

Volkskunde（民衆の学問）の展開から「普通

の人びと」の〈日常Alltag〉に移行させた。

同根の「民衆学」から発展した、市民の希求

する文化行政を自らのアソシエーション的活

動に委ねる〈社会-文化Soziokultur〉という

運動概念は、民主主義を基底的に構築してい

くシステムとなっている。ソシアルなものを

問い直す森の編著[2014]のほか、DVD日本語版

の発行[岩本2013]も、その特質を具体的に把

捉するものであり、ハンブルク大学での民俗

学教育の実相[及川2014]や、カッセル州の埋

葬文化博物館[田村2013]を紹介するなど、ド

イツの具体的実例の諸相を複数、成果化した。 

（2）アカデミック民俗学と、科学的には対立

しつつも〈協業〉する民間セクターの一つと

して、1980年代初頭から活発化したハンブル

クの〈歴史工房〉の活動は特筆される。17の

市街区ごとに史料アーカイブや展示スペース

を所持する、History Workshopの一種であり、

住区の史料的アーカイブの収集や生活史的イ

ンタビューを通じて、例えば売春や薬物汚染

のクリアラスに連動する故に、街づくりの主

役にもなり得る。｢野の学｣として公民育成を

志向した東アジア民俗学の再創造のヒントも

示唆するが、ただし、住民自らの下からの歴

史記述の試みの制度化ともいえる〈歴史工房〉

は、法橋によれば、フライブルグなど南西ド

イツ地域では存在していない。バーデン民俗

学協会と地方福祉事業協会が1909年に合併し

た「ふるさとバーデン」や1931年創設のアレ

マン協会、またホッホブルク城郭保存協会と

いった多彩なフェアライン（Verein;協会）が

近似して存在するが、街区毎ではない。民衆

史的な視角よりは地域主義的で、郷土意識の



醸成に貢献するものの、ただ観光資源化の志

向性は弱いという。ふるさとバーデンの場合、

公共福祉事業が活動主体で、ハンブルクの様

相とは異なる。ミュンヘンの事例[森2012]と

の検討は今後であるが、フェアラインの多様

な表出のあり様が浮上した。ある意味で、文

化行政や市民運動もナショナルに回収されず、

住民本位に分散化する、それが〈社会-文化〉

のかたちそのものだともいえよう。 

（3）主調査地に選んだハンブルクが，ハンザ

同盟以来の国際都市として移民や外国交流が

盛んな地だったことから、エスニシティの問

題も重視した。当地での日中韓の移住者の日

常も研究に含み込んだが、中国系の人々のエ

スニシティ再構築に関し、例えば主に遠洋航

海船乗組員が組織した「中華会館」の活動内

容等を追跡調査した。定住者が40名程度だっ

た1890年代には、専ら負傷で船員続行の困難

になった者への職の斡旋や生活援助が主だっ

た会館が、定住者が200名以上となる1910年頃

から、ナチス政権時期の華人社会崩壊を挟み、

戦後、活動をどのように拡張していくか、そ

の変遷を把捉する一方、現在彼らの直面して

いる問題、例えば墓地管理や高齢者介護の現

状調査を行った。5千人超の中国系に対し、日

系2千人、韓国系3千人と人数は少ないものの、

独居老人のケア問題など同じ課題を抱える。

中国系は1994年に組織された長青会が定期的

な訪問に加え、市やケア施設との交渉など、

活動を拡張させていくが、これらも畢竟、フ

ェアラインの精神と組織に支えられている。 
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